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ハ 不 ル

現
代
韓
国
に

お

け

る

死
者
供
養
の

変
化

　
　
　
に

つ

い

て

の

社
会
学
的
考
察

井
　
上

　
治
　
代

　
本
研
究
の

課

題
は、

産
業
化
に

よ
る

社
会
変
動
に

と
も
な
っ

て

変
容
す

る

死
者
供

養
の

実
態
を、

東
ア

ジ

ア

諸
地
域
で

の

並
行

的
な

事
例
の

比

較

分
析
を
通
し
て

考
察
す
る

こ

と

で

あ
る

。

同
時
に

そ
れ
は

、

次
の

二

つ

の

テ

ー
マ

を

内
包
し

て

い

る
。

 
巫

俗
・

儒
教
・

道
教
・

仏
教
が

習
合
し
た

中
国
の

「

死
者
供
養
」

を

源
流
に

も
つ

東
ア
ジ

ア
地
域
の

現
代
に

お

け
る

死
者
供
養
の

あ
り

方
か

ら、

各
地

域
の

個
別

的
な

変
遷

を

把
握
す
る

こ

と
。

 
檀
家
制
度
を

運
営
基
盤
に

し

て

き

た

日
本

仏
教
が

、

近
年、

そ
の

基
盤
衰
退
ゆ

え
に

今
後
の

行
方
を

模
索
す
る

中、

檀
家

制
度
を

も
た
な
い

東
ア
ジ
ア

地
域
の

仏
教
の

展
開
か

ら
、

日

本
仏
教
の

今
後
の

あ
り
方
を

探

る
こ

と

で

あ
る

。

本
発
表
で

は、

韓
国
に

お

け
る
死

者
供
養
の

変
化
つ

い

て、

「

四

十
九
齋…
」

と

「

預
修
齋
」

に

着
目
し、

近

年
登

場
し

た

「

四

十

九
齋
保
険
」

を

中
心
に

社
会
学
的
に

考
察
す
る

。

　
古
代
イ

ン

ド

で

形
成
さ
れ
た

仏
教
は

人
間
の

死

後
四

十
九

日
（
中
陰）

ま
で

を
生
ま

れ

変
わ

り
の

期
間
と

想
定
し

た

が
、

一

世
紀
に

中
国
へ

伝
わ

り、

巫

俗
・

儒

教
の

影

響
を

受
け

、

特
に

道
教
の

十
王

思
想
と

習
合
し

て、

祭
祀
期
間
が
死

後
二

年
に

拡
大
さ

れ
た
。

中

国
で

あ
る

程
度
熟
成
し

た
「

死
者
供
養
」

シ

ス

テ

ム

は
、

韓
国
へ

は

四
世

紀
後
半
に
、

口

本
へ

は

（
韓
国
経
由
で
）

六

世
紀
に

伝
え
ら
れ
、

そ

の

後、

独
自
の

展
開
を
み

せ

た
。

中
国
に

お

い

て

仏
教
が

道
教
の

十
ヱ

思
想
と

習
合
し

て

い

く
過
程
で

つ

く
ら
れ

た

『

閻
羅
王

授

記
四
衆
逆
修
生
七
往
生
浄
土
経
』

（

『

預
修
十
王

生
七

経
』

）

に

は、

 
「

生
七
斎
」

（
預
修、

逆
修）

と、

 
「

七
七
齋
」

（
四

十
九
齋

、

四
十
九
日）

と

い

う
二

つ

の

儀
礼
の

功
徳
が

説
か

れ

て

い

る
。

本
来
は

生
前
に

自
分
の

死
後
の

冥
福
の

た

め
に

行
う

「

生
七
斎
」

が

主
で

あ
っ

た

と

い

う
。

口

本
で

は

古
く
は

「

生
七

齋
」

（
逆

修
）

は

存

在

し
て

い

た

が
、

現

代
で

は

そ
の

意
味
で

は

ほ

ぼ

見
と

め
ら

れ
ず
「

七
七

齋
」

が

主
で

あ
る

。

一

方
韓
国
で

は、

現

代
で

も

仏
教
寺

院
で

「

預
修

齋
」

が

執
り

行
わ

れ
て

お

り、

ま

た

四
十
九
齋
は

仏
教
儀
礼
と

し

て

だ
け

で

な
く、

一

般
習
俗
化
し

て

定
着
し

て

い

る
。

キ

リ
ス

ト

教
信
者
が
四

十

九
祭
を

行
う
こ

と

も
珍
し
い

こ

と

で

は

な
い

。

そ

し

て

近

年
、

仏
教
寺
院

で

四

十
九
齋
を

行
う
人
が

増
え
て

い

る

こ

と

が

先
行
研
究
に

よ
っ

て

報
告

さ

れ
て

い

る
。

自
宅
で

多
数
の

人
が

集
ま

る

儒
教
儀
礼
よ

り

も、

仏
教
寺

院
で

儀
礼
を

済
ま

せ

た

ほ

う
が

楽
と

い

う
理

由
も

あ
る

と

い

う
。

　
こ

う
い

っ

た

状
況
の

中
で
一

九
九
九

年
に

「

四

十
九

齋
保
険
」

が

登
場

し

た
。

保
険
の

企
画
・

販

促
担
当

者
は
、

そ

の

背

景
に

「

寿

命
が

延
び

て
、

無
縁
故
の

年
寄
り

が

増
え
て

い

る
」

こ

と

を
あ
げ
る

。

さ

ら

に

興
味

深
い

こ

と

に、

パ

ン

フ

レ

ッ

ト
に

「

僧
侶、

無

縁
故
老
入
仏
教

信
者
様
ら

の

た
め

の、

老

後
の

生

活
費
・

病
気
治

療
費
の

必
要

性
増
大
」

と

あ
り
、

妻
帯
し
な
い

韓
国
仏
教
の

「

僧
侶
」

も

対
象
と

な
っ

て

い

る
。

実
際
に

加

入

者
の

約
一

割
が

寺
関
係
者
で

あ
る

と
い

う
。

そ
の

他
の

九
割
の

人
4
に

つ

い

て

保
険

者
と

被
保
険
者
の

関
係
を

聞
く
と
、

 
「

本
人
が

自
分
の

た

め

に

加
入
」

が

約
七

割、

 
「

子
ど

も
が

親
の

た
め
に

加
入
」

が

約
三

割

で

あ
る

と
い

う
。

ま

た

 
の

場
合

、

「

子
ど

も
に

迷
惑
を

掛
け
た
く
な

い
」

が

約
六

割、

「

四

十
九

齋
は

非
常
に

お

金
が

か

か

る

の

で
、

そ

の

た
め
に

貯
蓄

す
る
」

が

約
二

割、

「

子
ど

も
が

四
十

九
斎
を
行
う
こ

と

認
め

て

く
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ハ
不 ル

れ

な

い
」

が

約
二

割
で

あ
る

と
い

う
。

ま

た

「

僧
侶
が
こ

の

商
晶
を

積
極

的
に

仏
教
信
者
に

勧
め

て

い

る
が

、

そ
れ

は
宗

教
的
な
こ

と

よ
り
も

経
済

的
な

理

由
で
、

寺
を

指
定
し

て

未
来
の

利
益
を

保
障
す
る
も
の

だ
か

ら

で

あ
る
」

と

の

見
解
が

聞
け

た
。

　
「

預
修
齋
」

は
、

寺
の

行
事
と

し
て

閏
月
に

行
わ
れ
て

い

る
。

筆
者
は

ソ

ウ
ル

の

奉
元
寺
（
太
古
宗）

の

預
修
齋
に

参
加
し
た

。

平
日

、

朝
か

ら

夕
方
ま
で

続
い

た

そ

の

儀
式
の

参
加

者
（
約
三

〇
〇
人
）

は
、

ほ

と
ん

ど

が

女
性
で

あ
っ

た
。

生
前
に

功
徳
を

積
ん
で

あ
の

世
に

振
り

向
け
る
と

い

う
伝

統
に

則
っ

た

儀
礼
で

あ
っ

た
が、

参
加
者
へ

の

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

で

は、

儀
式
本
来
の

意
味
で

は

な

く、

健
康

祈
願、

就
職、

出
世
析
願
な

ど

現
世
利
益
的
な

参

加
理
由
が

返
っ

て

き
た

。

そ

こ

に

は、

儒
教

、

巫

俗、

キ
リ
ス

ト

教
、

仏
教
が
混

在
す

る

宗
教
的

多
元

性
ゆ

え
の

韓
国
仏
教
に

お

け
る

宗

教
的
「

寛
容
」

が
み

て

と

れ

た
。

パ

ネ
ル

の

主

旨
と

ま

と

め

池

　
上

　
良

　
正

　
「

死
者
（

ヒ

ト
以

外
の

対
象
も

含
め
て）

を

供

養
す
る
」

と

い

う

言
葉

に

よ
っ

て、

多
く
の

日

本
人
は

現
在
で

も
一

定
の

イ
メ

ー
ジ

を

共
有
し
、

そ

の

意
味

概
要
を
了
解
し

合
う
こ

と

が

で

き

る
。

し

か

し
、

「

死
者
供
養
」

と

総
称
さ

れ
る

事
象
の

歴

史
的

形
成
過

程
や

文
化

的
な

広
が

り、

さ

ら

に

は

そ

の

現
代

的
変
容
を

学
術
的
な

視
点
か

ら

探
ろ
う
と

す
る

と
、

い

ず
れ

も

複
雑
な

要

因
が

絡
み

合
っ

て
、

簡
単
な

説
明
を
許
さ
な

い
。

本
パ

ネ

ル

は、

平
成
一

九
ー一

＝

年

度
科
研
費
「

『

供
養
の

文
化
』

の

比

較
研
究
を

と
お

し
て

見
る

「

死
』

の

表
象
の

形

成
過
程
と

そ

の

現
代
的
変

容
」

と

い

う

共
同
研

究
の

中

間
報
告
を

兼
ね

て、

「

死
者
供
養
文
化
」

の

奥
行
き

と

広
が

り
を

明
ら
か

に

す
る
こ

と

を

目
的
と

し

た
。

　

当
日
は

発
表

者
に

よ

る

発
題
の

後
、

中
村
生

雄
が

コ

メ

ン

テ
i
夕
を
つ

と

め

た
。

中
村
は

ま

ず
、

こ

の

共
同
研
究
の

基

本
的
な

課
題
と

し

て
、

（

こ

日
本
に

お

け
る

民
俗
宗
教
的
な

死
者
儀
礼
を
さ

さ

え
る

霊
魂
観
や

死

後
イ
メ

ー
ジ

の

特
徴
を

「

供
養
の

文
化
」

と

い

う

文
化
類
型
の

も
と

に

把

握
し
、

そ

の

歴

史
的
・

宗
教
思
想
的
な

形
成
過

程
を

東
ア
ジ

ア

世
界
と

の

比
較
研
究
を
通
し
て

解
明
す
る、

（
二
）

今
後
の

日

本
社
会
の

動
向
に

お

い

て

そ

れ

が

ど

の

よ
う
な

意
義
と

問
題
点
を

も

つ

も
の

で

あ
る

か

を、

と

り

わ

け

現
在
大
き

く
変
容
し
つ

つ

あ
る

「

死
」

の

表

象
の

行
方
を

問
う
こ

と

を

通
じ
て
、

学
際
的
・

領
域
横
断
的
に

明
ら
か

に

す
る、

と

い

う
二

点
を

挙
げ、

本
パ

ネ
ル

の

四

名
の

発
表
が、

そ
れ
ぞ

れ
思
想
史、

歴
史
学

、

宗

教

学、

社
会

学
の

関
心
と

方

法
に

従
っ

て

展
開
さ

れ

た
意

義
を

強
調
し

た
。

さ
ら
に

、

自
ら
の

闘

病
生
活
の

体
験
や、

空
前
の

ヒ

ッ

ト

曲
と

な
っ

た
「

千
の

風
に

な

っ

て
」

を
め

ぐ
る

昨

今
の

議

論、

映
画

「

お

く

り
び

と
」

の

流

行
現

象
な

ど
に

触
れ
つ

つ、

「

供
養
の

文
化
」

を

推
進

す
る

主

体
が
、

供

養
さ
れ

る

側
（
死
者）

か

ら
供
養
す
る

側
（

生

者
）

へ

と

決

定

的
に

移
行
し
て

し
ま
っ

た
と

い

う
大
き

な

地
殻
変
動
を

指

摘
し

た

う

え

で
、

個
々

の

発
表
に

対
す
る

感
想
と

質
問
を
述
べ

た
。

　
佐
藤
の

発
表
に

対
し
て

は、

天

皇
の

現
人
神
信
仰
に

典
型

的
な
ヒ

ト
ガ

ミ

信
仰
に

見
ら

れ
る

よ

う
な、

血

縁
上

の

先
祖
を

葬
り
祀
る

死

者
供
養
の

あ
り

方
と

、

血

縁
に

つ

な

が

ら

な

い

い

わ
ゆ

る

「

祟
り

神
」

の

祭
記
と

は

ど

う
い

う
関
係
に

あ
っ

た

の

か
、

と

い

う
質
問
が

な
さ

れ

た
。

松
尾
の

発

表
に

対
し
て

は
、

弥
勒

下
生
で

弥

勒
の

説
法
に

あ
ず
か

る

の

は、

肉
体
を
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